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「漢文絶対期」学制～明治 27 年  
国語科がまだなく、漢文が絶対的地位を占めていた時期。近世後期の漢学
を踏襲していた。 
①学制～明治 14 年 
②明治 14 年～明治 19 年（「中学校教則大綱」制定、「和漢文」登場） 
③明治 19 年～明治 27 年（「中学校令」制定、「国語及漢文」登場） 
「漢文譲位期」明治 27 年～35 年  
                                                  
1 広田照幸「近代知の成立と制度化」歴史学研究会・日本史研究会編『近代の成立』（東京
大学出版会 2005 年 pp.251-275）参照。 




④明治 27 年～明治 35 年（「尋常中学校ノ学科及其程度」改正） 
「漢文劣位期」明治 35 年～明治 44 年  
国語科の増強を図ったために、漢文の時間が減少した時期。検定教科書
が浸透した。 
⑤明治 35 年～明治 44 年（「中学校教授要目」制定） 



























                                                  






































                                                                                                                                                  






























読の思想史』（平凡社選書 2012 年）の論考を踏まえて次のように述べている。 
                                                  
5 竹内洋『日本のメリトクラシー』東京大学出版会 1995 年 








































た「学制」期（明治 5 年）から近代学校教育制度の確立期9である明治 30 年代
                                                  
8 加藤国安編・解説『明治漢文教科書集成 別冊１』不二出版 2013 年 p.109 
9 文部省編『学制百年史 記述編』（帝国地方行政学会 1972 年）の第三章では、明治 30 年
代を明治 5 年から発足した近代学校制度の確立期と位置づけている。 
6 
































                                                  
10 甲斐雄一郎『国語科の成立』（東洋館出版社 2008 年）参照。 
11 浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年―」（『国語教



















教育制度体系の基本は明治 30 年代に確立されたとされている。 
この近代学校制度の整備・確立は、日本において近代国家としての基本的な
制度が整備・確立された時期とほぼ軌を一にしていると考えられる13。法律や政
                                                  
12 文部省編『学制百年史 記述編』帝国地方行政学会 1972 年 
13 川口由彦『日本近代法制史』（新世社 1998 年 p.9）によると、「旧刑法」が公布された明





れた。そして、いわゆる「明治民法」は明治 29 年と明治 31 年に公布され、ここで近代的
な社会制度・家族制度の枠組みが条文化されることとなった（福島正夫編『日本近代法体
制の形成（上）（下）』日本評論社 1981 年、井ヶ田良治・山中永之佑・石川一三夫共著『日
本近代法史』法律文化社 1982 年 pp.229-230 参照）。また立法制度の面においても、帝国
憲法発布（明治 22 年）と翌年の第一回帝国議会、明治 33 年の立憲政友会結成を受けて、
政党政治が本格的に展開され始めたのが明治 30 年代であるといわれる（衆議院・参議院編































                                                                                                                                                  
員会編『日本銀行百年史』日本銀行 1982 年、産業組合史編纂会編『産業組合発達史』産業
組合史刊行会 1965 年 参照）。 
産業近代化の基盤といえる鉄道は明治５年に開業したが、その後の 30年で急速に発展し、
軍事輸送や日本資本主義の確立により、その経済的役割が増大した。原田勝正『日本の鉄






田勝正『日本の鉄道』吉川弘文館 1996 年 pp50-58 参照）。 























・「学制」（明治 5 年 8 月） 
・「中学教則略」（明治 5 年 9 月） 
・「教育令」（明治 12 年 9 月） 
・「教育令改正」（明治 13 年 12 月） 
・「中学校教則大綱」（明治 14 年 7 月） 
・「中学校通則」（明治 17 年 1 月） 
・「中学校令」（明治 19 年 4 月） 
・「尋常中学校ノ学科及其程度」（明治 19 年 6 月） 
・「中学校令中改正」（明治 24 年 12 月） 
・「尋常中学校ノ学科及其程度」（明治 27 年 3 月） 
・「中学校令改正」（明治 32 年 2 月） 
・「中学校令施行規則」（明治 34 年 3 月） 
・「中学校教授要目」（明治 35 年 2 月） 
・「中学校令施行規則中改正」（明治 44 年 7 月） 
・「中学校教授要目改正」（明治 44 年 7 月） 
 
「学制」（明治 5 年）は日本初の近代学校教育制度の基本法令であり、ここで
                                                  
16 山本正秀『近代文体発生の史的研究』岩波書店 1965 年 pp.32-34,pp.48-52 
ここで山本は、「確立期」（明治 33 年―明治 42 年）について「言文一致運動が最高潮に達
し、文学上で言文一致体が写生文・自然主義文学両運動を通じて絶対のものとなり、また
教育上でも言文一致の方針が確立した時期である。」（p.48）と述べている。 
17 史料は増淵恒吉編『国語教育史資料 第五巻 教育課程史』（東京法令 1981 年）、文部省編






























                                                  





19 甲斐雄一郎『国語科の成立』東洋館出版社 2008 年 p.87 
20 鈴木貫太郎『鈴木貫太郎自伝』日本図書センター1997 年。これの底本は、昭和 14 年か




































                                                  
21 広田照幸「近代知の成立と制度化」（歴史学研究会・日本史研究会編『近代の成立』東京





































                                                  
22 文部省編『学制百年史 資料編』（帝国地方行政学会 1972 年）所収の教育統計第 28 表で
は、中学校生徒数は、明治 16 年・14763 名、明治 21 年・10441 名、明治 26 年・19563
































                                                  
23 長谷川滋成『漢文教育史研究』青葉図書 1984 年 pp.19-25 




































                                                  




26 文部省編『学制百年史 記述編』『学制百年史 資料編』帝国地方行政学会 1972 年 





神辺靖光（2003）28は明治 4 年 5 月末までに東京府学務課へ提出された「明












ていない私塾 52 件を分類したところ、その内訳は漢学が最多で 23 件、ついで

















                                                  
28 神辺靖光「明治初年の東京府の漢学塾―「明治五年・開業願書」を中心に―」幕末維新
期漢学塾研究会編『幕末維新期漢学塾の研究』渓水社 2003 年 pp.259-318 
29 幕末維新期漢学塾研究会編『幕末維新期漢学塾の研究』渓水社 2003 年 p.266 
30 幕末維新期漢学塾研究会編『幕末維新期漢学塾の研究』渓水社 2003 年 p.268 
































いのが漢学校（201 校）であり、ついで数学（45 校）、英学（40 校）の順とな
っている33。漢学校は「私立各種学校」という種別に分類されているが、その内









































                                                  



































































 表の内容から、1880 年前後の入試は主に和漢文・数学・外国語の 3 領域から
成り立っていたことが分かる。その上、前項の検討と関連することであるが、






























































































































                                                                                                                                                  
をなせり、是れ漢文科を置くの目的に合はざるなり、猛省せざるべからず。」 
38 文部省『学制百年史記述編』帝国地方行政学会 1972 年 p.6,pp.166-167 
39 ここでいう「漢学的な教養」とは、主に江戸時代後期の儒学が有していた学習文化のこ
とを指す。辻本雅史「素読の学習文化」『続「訓読」論―東アジア漢文世界の形成―』（勉
誠出版 2010 年）参照。 
40「学制」では西洋的な教育制度の移入が意図されており、その序文の「被仰出書」では旧
来の学問が批判されている。 
41 本研究では国立国会図書館近代デジタルライブラリー所収『日本教育史略』（明治 10 年
8 月文部省印行 http://kindai.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/809563）を用いた。なお引用にあた
っては旧字体を新字体に改めた。 
42 長谷川滋成『漢文教育史研究』青葉図書 1984 年 
43 石毛慎一『日本近代漢文教育の系譜』湘南社 2009 年 
44 浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年―」『国語教育






























                                                  
45 文部省編『学制百年史 資料編』帝国地方行政学会 1972 年 p.14 
46 浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年―」『国語教育
史研究』第 13 号 国語教育史学会 2012 年 
47 前島密による「漢字御廃止之議」（慶応 2 年）や福沢諭吉の「文字之教」（明治 6 年）。滑
川道夫編『国語教育史資料第三巻運動・論争史』東京法令 1981 年 pp.227-230 
48 森有礼による英語公用論（明治 5 年）。「ホイトニー宛書翰」（簡易英語ヲ以テ漢文ニ代ル
件）は大久保利謙編『森有禮全集 第一巻』（宣文堂書店 1972 年 pp.93-94）参照。 






























                                                  
50 羽賀祥二監修『洋々社談 第 4 巻』ゆまに書房 2007 年 pp.495-498  
51 マレー（David Murray 1830~1905）は明治初期の文部省雇い外国人である。アメリカ
出身。明治 6 年から 5 年半にわたって、「学制」期の文部省のあらゆる学事に関与した。（唐
澤富太郎解説『明治教育古典叢書 第Ⅱ期 解説』国書刊行会 1981 年 p.9、明治文化研究会
編『明治文化全集 第十八巻 教育篇』日本評論社 1967 年 p.27-30、岸本英夫・海後宗臣編




総合研究科人文学系研究センター 1992 年 pp.127-175 
54 齋藤希史『漢文脈の近代』湘南社 2009 年 




















































































































































                                                  
60 明治 3 年の「中小学規則」は実施には至らなかったが、それ以後開始される学校制度整
備の方針を示すものであったとされる。（中島太郎『近代日本教育制度史』岩崎書店 1966
年 pp.18-20、文部省編『学制百年史 記述編』帝国地方行政学会 1972 年 pp.4-5,p93） 
29 
「文字」（文字総論仮名片カナ起源 五十音図 仮名音論 神代字 和字 習
字沿革 点図）、「文章」（日記紀行 物語文 和歌の序 歌 漢文）、「文学」
（文学総論 儒学 学校 私学 科試及第 書学 画学 医学 薬物学 外



































































                                                  







































                                                  
66 「ホイトニー宛書翰」は大久保利謙編『森有禮全集 第一巻』（宣文堂書店 1972 年 p310）
所収。なお、モルレーに関しては本山幸彦編『明治前期学校成立史』（未来社 1966 年）、重






























                                                  
67 天野郁夫『教育と選抜の社会史』ちくま学芸文庫 2006 年 p.123、石川松太郎『藩校と寺
子屋』教育社 1978 年 
68 天野郁夫『教育と選抜の社会史』ちくま学芸文庫 2006 年 p.118、ランドール・コリンズ




































                                                  
71 海後宗臣編『日本教科書大系 近代編 第四巻 国語（一）』講談社 1964 年 pp.711-712、
古田東朔編『小学読本便覧 第一巻』武蔵野書院 1978 年 pp.368-372、高木まさき「『小学読本』
巻之四・五の研究―その構成と出典の検討を通して―」『国語科教育第四十七集』全国大学
国語教育学会 2000 年 p.57 
72 井上敏夫編『国語教育史資料 第二巻 教科書史』東京法令 1981 年 p.4 
73 なお、『小学読本』の使用状況については、海後宗臣編『日本教科書大系 近代編 第四巻』（講

































                                                  
74 高木（2000）p.57 
75 『教科書大系 近代編 第四巻 国語（一）』p.711 











































80 古田東朔編『小學読本便覧 第一巻』武蔵野書院 1978 年 
また、高木まさき「『小学読本』巻之四・五の研究―その構成と出典の検討を通して―」（『国語





























て生き残り、明治 10 年代まで漢学塾の流行が続いたとされる84。 













84 文部省編『学制百年史 記述編』帝国地方行政学会 1972 年 pp.218-219、大久保利謙『明
六社』講談社学術文庫 2007 年 pp.172-174、幕末維新期漢学塾研究会・生馬寛信編『幕末
維新期漢学塾の研究』渓水社 2003 年 pp.19-20,pp.34-35 
































                                                  
86 文部省編『学制百年史 記述編』帝国地方行政学会 1972 年 pp.205-207 
神辺靖光『日本における中学校形成史の研究 明治初期編』多賀出版 1993 年 
87 引用箇所は文部省編『学制百年史 資料編』（帝国地方行政学会 1972 年 p.11）に拠る。 


































                                                  







91 早川光三郎注『新釈漢文大系 第 58 巻 蒙求（上）』明治書院 1973 年 p.102 
『蒙求』と明治初期の読本である『小学読本』の関係を研究する上では、江戸・明治期に普及
した徐注本を参考とするのが適切であると考えられる。 























                                                  




育第四十七集』全国大学国語教育学会 2000 年 p.59  
95 『世説新語』各篇の名称は以下のとおりである。カッコ内の解説は『鑑賞中国の古典 第






















































































                                                  
96 『小学読本』巻之四・五はそれぞれ 37 課からなり、合計 74 課から構成されている。そこで
採用されている史話は 73 話であり、そのうち中国の史話は 14 話、西洋の史話は 13 話存在
し、それ以外は日本の史話から採られている。高木(2000)によると『蒙求』の同一史話とし
て 10 話が指摘されているが、そのうち巻之五第二課と一致する史話が『蒙求』に見いだせ
なかったため、本稿ではそれを除く 9 話を検討の対象とした。 













































































                                                  

















































































































                                                  



























































































「学制」公布から 7 年後の明治 12 年に「教育令」が公布されたが、これには翌
年に改正が行なわれた。このように短期間で教育法令が変更されていたことに、
急進的な文教政策への反動や混乱、あるいは現実社会への対応などといった当

















                                                  
100 甲斐雄一郎『国語科の成立』（東洋館 2008 年）によると、小学校における国語科の成立
は明治 33 年の第三次小学校令によるとされる。また石毛慎一『日本近代漢文教育の系譜』
（湘南社 2009 年）によると明治 44 年の中学校教授要目改正により、戦前期の中学校「国
語及漢文」の基本方針が定まったとされる。したがって戦前の国語教育は明治 30 年代から
























治 12 年）などと並ぶ田中不二麿による文教行政の一環であった。 
この学士会院の機関誌が『東京学士会院雑誌』であった。これは『明六雑誌』
にならってつくられたもので、明治 13 年から明治 34 年まで刊行された104。こ
                                                  
101 明治期漢文教育思潮に関する研究には、石毛慎一「明治・大正期の漢文科存廃論争とそ
の意義―国体論の視点から」（『早稲田大学国語教育研究 19』1999 年 pp.44-52）、打越孝明
「明治 30 年代後半の中学校漢文教育存廃論争について―第 7 回高等教育会議への廃止建議
をめぐって」（『皇學館論叢 24(5)』1991 年 pp.32-71）などがある。 
102 『日本学士院小史』日本学士院編集・発行 1962 年 p.7 
103 『日本学士院八十年史』（日本学士院編集・発行 1962 年 p.146）では、会員の専門分野
は和漢洋という基準で類型されている。また、渡辺和靖（「明治期「漢学」の課題」『愛知





不足から毎月・隔月・合冊と、たびたび変更されたという。明治 13 年は 9 冊、明治 14～
15 年は各 10 冊、明治 16 年は合冊で 2 編、明治 17～20 年は各 10 冊、明治 21～26 年は各


























                                                                                                                                                  
てその一年間に発行された冊子をまとめて「編」と称されたが、明治 16 年のみ 2 編刊行さ
れたため、全 23 編となる。（『日本学士院小史』p.53、『日本学士院八十年史』p.238 参照） 
















































                                                  
109 小川澄江『中村正直の教育思想』私家版 2004 年 p.466 



































                                                                                                                                                  






































                                                  


























「日本教育論 続」（明治 23 年『東京学士会院雑誌』第十二編第七冊）は主に
財政を中心とした教育行政についての論文であり、漢学教育については触れら








                                                  
112 西村茂樹「日本教育論再続」『東京学士会院雑誌』第十三編第一冊 明治 24 年 p.10 


































































































近世の教育からの移行段階であった「学制」期（明治 5 年～12 年）では、漢
学を排除した新しい学校制度と旧来の藩校や漢学塾が並存していた。それに続








                                                  
114 浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年―」『国語教
育史研究』第 13 号 2012 年 p.7 
115 浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年―」『国語教





























                                                  
116 長谷川滋成『漢文教育史研究』青葉図書 1984 年 p.11（明治 14 年公布「中学校教則大
綱」についての分析箇所から引用した。） 
117 長谷川滋成『漢文教育史研究』青葉図書 1984 年 p.11（明治 17 年公布「中学通則」に
ついての分析箇所から引用した。なお、長谷川は教育課程の分析にあたって「明治・大正・
昭和戦前・昭和戦後」という時代区分を用いている。） 




育史研究』第 13 号 2012 年 p.6 


















小学校の就学年限は「学制」と同じく 8 年だが、就学義務は 16 ヶ月（1 年間
に最低 4 ヶ月以上の就学を義務とし、4 年までの就学期間短縮を認める。）へと
大幅に縮減された。さらに「教育令改正」（第十八条）では就学義務は 3 年（1
年間に 32 週以上）へ改められた。明治 14 年公布の「小学校教則綱領」（第二章）







                                                  
121「文部省年報第一」（明治 8 年）では次のように指摘されている。 
「従来ノ寺子屋ニ比スレハ方今ノ学校ハ人民ノ費用十倍ノ多キニ及フヘシ」 
「小学ノ教則中迂遠ニシテ実用ニ切ナラサルモノアリ」 
122 影山昇『日本近代教育の遺産』（第一法規 1976 年 pp.305-307）では、「学制」は洋学
者の主導により作られた過程が考察されている。 
123 明治 10 年前後には、自由民権運動の激化事件や萩の乱（明治 9 年）、西南戦争（明治
10 年）といった不平士族の蜂起が頻発した。土屋忠雄『明治前期教育政策史の研究』（文教
図書 1968 年）参照。 
124 「教学聖旨」は知識偏重などといった「学制」下の学校教育の問題点を指摘し、儒教に
基づく国民道徳と出身階層に合わせた実学の推進を主張するものであったといわれる。稲






























                                                  






1996 年 pp.27-28）、本山幸彦編『明治前期学校成立史』（未来社 1965 年）参照。 































読本』（木澤成粛編集出版・明治 14 年版権免許・明治 15 年再版）の分析を行な
う。 
『小学中等読本』（木澤成粛編集出版・明治 14 年版権免許・明治 15 年再版）
                                                  





129 滑川道夫『日本作文綴方教育史 1 明治篇』（厚徳社 1977 年 pp.96-102）参照。 
63 
















巻一 日本の史話（121 話）、中国の史話（32 話）、西洋の史話（23 話） 
巻二 日本の史話（77 話）、中国の史話（25 話）、西洋の史話（19 話） 














                                                  
































                                                  




133 早川光三郎注『新釈漢文大系 第 58 巻 蒙求（上）』明治書院 1973 年 
『小学読本』といった明治期の教科書と『蒙求』の関係を研究する上では、江戸・明治期に普
及した徐注本を参考とするのが適切であると考える。当時の文体については山本正秀『近
代文体発生の史的研究』（岩波書店 1965 年）に詳しい。また齋藤希史（『漢文脈の近代 清
末＝明治の文学圏』名古屋大学出版 2005 年）は明治初期の漢文を「越境する文体」（p.203）
と位置づけ、明治期における漢文の翻訳文としての側面を検討している。 







読本』（明治 17 年版権免許・出版教育書房）134の構成と内容を挙げておく。 
平井義直編集『小学中等新撰読本』は全 6 巻（巻三のみ 2 冊）から編成され
るが、このうち巻四から巻六が漢文教科書となっている。その内容は既存の漢
籍の中から場面別・内容別の引用で構成されているが、それは「学制」期にお






















                                                  















































































                                                  
136 増淵恒吉編『国語教育史資料 第五巻』東京法令 1981 年 p.10 
137 石毛慎一『日本近代漢文教育の系譜』湘南社 2008 年 p.20 

































                                                  
139 石毛慎一『日本近代漢文教育の系譜』湘南社 2008 年 
140 齋藤希史「頼山陽の漢詩文」（『古典日本語の世界』東京大学出版会 2007 年 pp.189-215）
によると、『日本外史』は訓読に適した漢文体であったとされる。 
141 浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年―」『国語教
育史研究』第 13 号 2012 年 p.8 


































年 p.288）、天野郁夫『学歴の社会史』（平凡社ライブラリー 2005 年 p.150）、藤本浩之輔
『明治の子ども遊びと暮らし』（東京書籍 1986 年）では「教育令」当時、小学校に通うこ
とができた児童は富裕層に限られる傾向にあったことが指摘されている。 
144 国立教育研究所編『日本近代教育百年史 第３巻』教育研究振興会 1974 年 p.994 
145 石毛慎一『日本近代漢文教育の系譜』湘南社 2008 年 p.14 
146 浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年―」『国語教







































































                                                  
148 「中学校教則大綱」（明治 14 年）において、中学校は初等中学科（4 年）と高等中学科
（2 年）に分かれるが、いずれも「和漢文」科が設置されている。 
149 甲斐雄一郎『国語科の成立』東洋館 2008 年 p.66 


































                                                  
151 四方一彌『「中学校教則大綱」の基礎的研究』梓出版 2004 年 pp.344-348 
152 安居總子「国語科成立字における漢文（四）―検定期の漢文教科書を中心に―」『新し
い漢字漢文教育』第 52 号 全国漢文教育学会 2011 年 p.94 
153 菊野雅之「古典教科書のはじまり―稲垣千頴編『本朝文範』『和文読本』『読本』―」『国





















巻一 歴代 儀式 軍旅 
巻二 地理 動植 言行 才芸 
巻三 武勇 遊戯 俳諧 覉旅 哀傷 










                                                  
154 『神皇正統記』『増鏡』『太平記』『公事根源』『宇治拾遺物語』『古今著聞集』『源平盛衰
記』『今昔物語』『徒然草』『平家物語』『十訓抄』『吉野拾遺』『保元物語』『大鏡』など。 











































































                                                  
156 石毛慎一『日本近代漢文教育の系譜』湘南社 2008 年 p.14 









































































                                                  
158 滑川道夫編『国語教育史資料 第三巻 運動・論争史』1981 年 pp.227-230、大久保利謙































                                                  
159 滑川道夫『日本作文綴方教育史 1 明治篇』国土社 1977 年 p.124 





161 四方一彌『「中学校教則大綱」の基礎的研究』梓出版 2004 年 pp.158-159 
162 装飾的な駢文・四六文に対して、唐の韓愈・柳宗元らが創始した文体のこと。 


































                                                  
164 天野郁夫『教育の近代化日本の経験』玉川大学出版部 1997 年 p.11 
「学制」から「学校令」公布までの時期（明治 5 年～18 年）を「試行錯誤期」としている。 
165 園田英弘・濱名篤・広田照幸『士族の歴史社会学的研究』名古屋大学出版会 1995 年 p.235、
























































































































第１節「学校令」公布（明治 19 年）から「中学校教授要目」（明治 35 年）まで
の教育課程における漢文の推移 
 




















・「尋常中学校ノ学科及其程度」（明治 27 年 3 月） 
・「中学校令改正」（明治 32 年 2 月） 
・「中学校令施行規則」（明治 34 年 3 月） 
・「中学校教授要目」（明治 35 年 2 月） 
 




                                                  
167 石毛慎一『日本近代漢文教育の系譜』湘南社 2009 年 p.13 
84 









また、長谷川（1984）は「尋常中学校ノ学科及其程度」（明治 27 年 3 月）に
よって「制度的に、かつての漢文優位から国語優位へと変っていったととらえ

















                                                  
168 浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年―」国語教育
史学会編『国語教育史研究』第 13 号 2012 年 p.20 
169 長谷川滋成『漢文教育史研究』青葉図書 1984 年 p.16 
170 長谷川滋成『漢文教育史研究』青葉図書 1984 年 p.18 
171 文部省編『学制百年史 記述編』（帝国地方行政学会 1972 年 p.341）によると、明治 30
年代は、小学校が厳格な義務教育方針を確立させ、明治 27 年の「高等学校令」制定に伴う
































                                                  
172 『教科書研究資料文献 第三集』（芳文閣復刻 1985－1986 年）所収「検定済教科用図書
表」参照。木村淳「漢文教科書の修正意見―明治三十年代前半を中心に」『中国近現代文化
研究』第 12 号中国近現代文化研究会編・発行 2011 年 p.43 参照。 
173 「丸本」は江戸期の漢籍を踏襲した教科書であり、それに対して近代的な漢文教科書と
は、近代以降に登場し、複数の典拠に基づいて教材が作成・編纂された編集教科書を指す。 
174 長谷川滋成『漢文教育史研究』青葉図書 1984 年、石毛慎一『日本近代漢文教育の系譜』
湘南社 2009 年、浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年
―」『国語教育史研究』第 13 号国語教育史学会 2012 年 









①明治 24 年『漢文読本一～五』初版 
②明治 27 年『中学漢文読本一～十』初版 
③明治 29 年『中学漢文読本一～十』改訂再版 
④明治 29 年『中学漢文読本初歩上下』初版 
⑤明治 33 年『第一訂正中学漢文読本一～十』初版 
⑥明治 34 年『第一訂正中学漢文読本一～十』訂正再版 
⑦明治 34 年『漢文教科書一～五』初版 
⑧明治 35 年『漢文教科書一～五』訂正再版 
⑨明治 38 年『新撰漢文読本一～十』初版 
⑩明治 39 年『第一訂正漢文教科書一～五』訂正三版 
⑪明治 39 年『新撰漢文読本一～十』訂正再版 
⑫明治 44 年『新編漢文読本一～五』初版 














                                                                                                                                                  
教育観などが予測される。 
177 東書文庫蔵書検索（http://www.tosho-bunko.jp/search/ 2014 年 6 月 29 日 18:00 閲覧）
















一訂正中学漢文読本』が編纂・出版された時代（明治 27 年～34 年）180の状況
と、秋山四郎編纂漢文教科書に関する先行研究の指摘を確認しておきたい。 
















                                                  
179 文部省寄贈本であり、検定における修正意見が付されているものも含まれている。 
180 教育法令に即していえば次のような動向が見られた時期である。 
・明治 27 年「尋常中学校ノ学科及其程度」改正 
・明治 32 年「中学校令」改正 
・明治 33 年「小学校令」改正（小学校において「国語科」が登場） 
・明治 34 年「中学校令施行規則」制定 
181 長谷川滋成『漢文教育史研究』青葉図書 1984 年 pp.14-16 
182 浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年―」『国語教


































                                                  
183 木村淳「明治二十年代における漢文教科書と検定制度」『中国近現代文化研究』十号 中
国近現代文化研究会 2009 年 p.79 
184 木村淳「明治二十年代における漢文教科書と検定制度」『中国近現代文化研究』十号 中


















明治 34 年の「中学校令施行規則」、翌 35 年の「中学校教授要目」における漢文
科の規定につながったことを推測している188。 
これら木村・安居の両研究を踏まえつつ、本節次項からは『中学漢文読本』









                                                  
185 安居總子「国語科成立時における漢文（一）」『新しい漢字漢文教育』第 49 号 全国漢文
教育学会編 2009 年 p.81 
186 安居總子「国語科成立時における漢文（二）」『新しい漢字漢文教育』第 50 号 全国漢文
教育学会編 2010 年 p.211 
187 安居總子「国語科成立時における漢文（二）」『新しい漢字漢文教育』第 50 号 全国漢文
教育学会編 2010 年 p.213 
188 安居總子「国語科成立時における漢文（四）」『新しい漢字漢文教育』第 52 号 全国漢文
教育学会編 2011 年 p.95 参照。 
















巻之一―全 86 課・五二頁、巻之二―全 38 課・五九頁、巻之三―全 31 課・六
四頁、巻之四―全 34 課・六七頁、巻之五―全 26 課・五八頁、巻之六―全 16
課・五九頁、巻之六―全 11 課・六一頁、巻之七―全 8 課・六二頁、巻之八―









について、明治 27 年初版・明治 29 年訂正再版の例言には次のように説明され
ている195。 
 
                                                                                                                                                  
書 1915 年 p.21 
191 『華族女学校年報 第一』明治 18 年 p.30 
192 『日本地理小誌』（明治 20 年初版）、『教育勅語衍義』（明治 24 年初版）、『尋常小学修身
口授書』（明治 26 年初版） 



















































































































































巻之二―全 56 課・三十頁、巻之三―全 51 課・四五頁、巻之四―全 30 課・四
四頁、巻之五―全 27 課・五十頁、巻之六―全 24 課・五十頁、巻之七―全 36
課・六十頁、巻之八―全 35 課・六十頁、巻之九―全 14 課・七十頁、巻之十
                                                  
196 三浦叶『明治の漢学』（汲古書院 1998 年）、幕末維新期漢学塾研究会編『幕末維新期漢
学塾の研究』（渓水社 2003 年）参照。 



































































第６項『第一訂正中学漢文読本』明治 33 年初版と明治 34 年訂正再版の異同 
 
次に『第一訂正中学漢文読本』の明治 33 年初版と明治 34 年訂正再版の異同
箇所を指摘しておく。 
『第一訂正中学漢文読本』の内容変更箇所は巻之二の（四五）である。明治


































                                                                                                                                                  




200 東書文庫所蔵本（明治 34 年訂正再版）巻之一の冒頭には「文部省書庫」「明治三十四年
三月二十五日検定中学校漢文科」と捺印されている。 



































                                                  




―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年―」（『国語教育史研究』第 13 号国語教育史学会 
2012 年）では「江戸期の藩校・漢学塾の継承のあとが見られ」（p.11）ると指摘されている。 







治 29 年訂正再版）とその改訂版『第一訂正中学漢文読本』（明治 33 年初版・明

















































『漢文教科書』（明治 34 年初版・明治 35 年訂正再版）は、前節で分析した検
定認可第一号の『中学漢文読本』巻一～十（明治 27 年初版・明治 29 年訂正再
版）とその訂正版である『第一訂正中学漢文読本』巻一～十（明治 33 年初版・
明治 34 年訂正再版）に次いで出版された教科書であり、出版年が「国語及漢文」
科が成立した「中学校令改正」（明治 32 年 2 月）と「中学校令施行規則」（明治
















                                                  


















先に刊行された検定第一号の『中学漢文読本』（明治 27 年初版・明治 29 年訂
正再版）とその改訂版である『第一訂正中学漢文読本』（明治 33 年初版・明治














                                                  
209 引用にあたっては白文を訓読文に改めている。 
210 『第一訂正中学漢文読本』の学課数は巻之一が 26 課、巻之二が 56 課、巻之三が 51 課、
巻之四が 30 課、巻之五が 27 課、巻之六が 24 課、巻之七が 36 課、巻之八が 35 課、巻之
九が 14 課、巻之十が 32 課（合計 331 課）。これに対し『漢文教科書』は巻之一が 75 課、








    花開 
（二）鳥が啼く 
    鳥啼 
（三）山嶽聳立す 
    山嶽聳立 
（四）河水奔流す 
   河水奔流 
（五）新田義貞奮戦す 
   新田義貞奮戦 
（六）天は高く地は低し 
   天高地低 
（七）桜花爛漫たり 
   桜花爛漫 
（八）僕は中学校の生徒なり 



























































容であり、そのうち「新作」教材は 12 編存在する214。巻之三は日本漢文 33 編































215 文部省編『学制百年史 記述編』帝国地方行政学会 1972 年 p.341 
105 






















    予告終りたる後、国文漢文を講読せしめ、音訓、及び意味を明瞭に理
会せしむべし。 





   右の如くにして、句法を教へたる後、教へたる漢文の書取を為さしめて、
一層確実に理解せしむべし。 
◎比較 第一課は、国文と漢文とを比較せしめ、其の他は、今教へたる漢文と
















































































































                                                  
220 『漢文教科書備考』三七－三八頁から引用した。 
221 前田勉『江戸の読書会―会読の思想』平凡社選書 2012 年 p.36 
222 前田勉『江戸の読書会―会読の思想』平凡社選書 2012 年 p.37 
223 前田勉『江戸の読書会―会読の思想』平凡社選書 2012 年 p.41 



































                                                  
225 前田勉『江戸の読書会―会読の思想』平凡社選書 2012 年 p.50 
226 前田勉『江戸の読書会―会読の思想』平凡社選書 2012 年 p.13 
227 前田勉『江戸の読書会―会読の思想』平凡社選書 2012 年 p.344 
228 加藤国安『明治漢文教科書集成 別冊１』不二出版 2013 年 p.109 
























―秋山四郎編『第一訂正漢文教科書』（明治 41 年・第五版）を中心に― 
 








                                                  































治 41 年発行の第五版である。『第一訂正漢文教科書』は明治 41 年第五版の奥付
によると明治 34 年に初版、明治 35 年訂正再版、明治 39 年訂正三版が刊行され
                                                  
232 文部省編『学制百年史 資料編』（帝国地方行政学会 1972 年 p.128）から引用した。 
233 秋山四郎編『中学漢文読本』が近代的な編集型漢文教科書として初めて検定認可を受け
たことは、安居總子「国語成立時における漢文（一）―検定期の漢文教科書を中心に―」（『新
しい漢字漢文教育』第 49号全国漢文教育学会 2009年 p.81）、「国語成立時における漢文（二）
―検定期の漢文教科書を中心に―」（『新しい漢字漢文教育』第 50 号全国漢文教育学会 2010
年 pp.211-212）においても指摘されている。 
234 浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年―」（『国語教
育史研究』第 13 号 国語教育史学会編 2012 年 p.18）参照。 
235 浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年―」（『国語教
























一訂正漢文教科書』（明治 35 年初版～明治 39 年訂正三版）が刊行・使用されて
いた時期（明治 30～40 年代）の主な教育法令を以下に挙げる。 
 
・「中学校令改正」（明治 32 年 2 月） 
・「中学校令施行規則」（明治 34 年 3 月） 
・「中学校教授要目」（明治 35 年 2 月） 
・「中学校令施行規則中改正」（明治 44 年 7 月） 






                                                  





























 詩  唐詩選ノ類 
（第五学年） 
 散文 前学年ニ準シ又史記、蒙求、論語ノ類ヲ加フ 




                                                  






























体の形成を、①混沌期（明治元年―18 年）②近代文体模索期（明治 19 年―32
年）③言文一致体確立期（明治 33 年―42 年）④口語体完成期（明治 43 年―大
                                                  




240 明治 30 年代における伝統的な漢文学習文化の周辺化については、広田照幸「近代知の
成立と制度化」（歴史学研究会編『近代の成立』東京大学出版会 2005 年 p.272）において指
摘されている。 
241 加藤国安編・解説『明治漢文教科書集成』不二出版 2013 年 p.137 参照。 
242 加藤国安編・解説『明治漢文教科書集成』不二出版 2013 年 p.142 参照。 
115 





















横 7 行、巻之二～五は縦 20 字・横 10 行であり、両者とも共通している。 
 
                                                  
243 山本正秀『言文一致の歴史論考』桜楓社 1971 年 p.8 参照。 






245 山本正秀『言文一致の歴史論考』桜楓社 1971 年 p.33 参照。 










巻之一 句法 15 課・日本漢文 51 課（全五二頁） 
巻之二 40 課（全五四頁） 
巻之三 39 課（全六一頁） 
巻之四 59 課（全六六頁） 




巻之一 「句法及練習」24 課・日本漢文 50 課（全五四頁） 
巻之二 58 課（全五八頁、日本漢文、大多数は秋山四郎編明治 33 年初版の『第
一訂正中学漢文読本』から引き継がれた歴史人物教材に地理教材など
を加えた内容） 
巻之三 33 課（全六四頁、日本漢文） 
巻之四 69 課（全六八頁、中国漢文・主に『十八史略』『史治通鑑』『史記』
『唐宋八大家文』） 












































『漢文教科書』巻之一の日本漢文教材において、歴史人物伝は全 50 課中 23








年訂正三版）の日本漢文教材では明治 34 年初版・明治 35 年訂正再版では存在
                                                  
250 第四学年において「句読及返リ点ヲ施シ送リ仮名ヲ省キタルモノ」と規定されている。 
251 巻之五「四〇」「四五」「四九」「五〇」「五一」「五二」「五六」「五九」の８箇所。 
252 『地理教育鉄道唱歌第一集』初版は明治 33 年に刊行された。（堀内敬三・井上武士編『日





































波文庫 2002 年 p.191,p.194） 
255 巻之二の「八」「一八」「三五」、巻之三の「九」「二〇」「三〇」 








巻之四（全 59 課）…日本漢文・26 課258、中国漢文・33 課259 








































































































                                                  
264 安居總子「国語科成立時における漢文（二）―検定期の漢文教科書を中心に―」『新し
い漢字漢文教育』第 50 号 全国漢文教育学会編 2010 年 pp.212 




































                                                                                                                                                  
ト雖中古以来国語ノ材料ハ多ク之漢文ニ取レリ故ニ両者ノ間尤教授ノ上ニ適当ノ調和ヲ得
ルヲ要ス」と規定された。（文部省編『明治以降教育制度発達史』龍吟社 1938 年 p.204 参
照） 










































































                                                  




・巻之一 117 課・三十一頁（日本漢文） 
・巻之二 64 課・三十一頁（日本漢文） 
・巻之三 36 課・三十六頁（日本漢文） 
・巻之四 22 課・三十七頁（日本漢文） 
・巻之五 21 課・四十七頁（日本漢文） 
・巻之六 10 課・四十九頁（『資治通鑑』『五代史記』『唐書』『三国志』） 
・巻之七 48 課・四十六頁（唐宋八大家の名文） 
・巻之八 9 課・五十三頁（『漢書』『史記』） 
・巻之九 10 課・四十九頁（『史記』） 







一方で、『中学漢文』は 4 編上下の全 8 巻であるのに対して『撰定中学漢文』











                                                  
271 明治 27 年の高等学校設置に伴い、中学校の目的は普通教育の枠内に確立されることと
なった（文部省編『学制百年史』帝国地方行政学会 1972 年 p.344 参照）。なお、明治 19 年
の「中学校令」以降、尋常中学校（明治 32 年以降は「中学校」に改称）の就業年限は 4 年
から 5 年に変更された。 
272 「国語及漢文」科の週間授業時数は学年順で「五―五―五―三―二」から「七―七―七
―七―七」へと変更された（長谷川滋成『漢文教育史研究』青葉図書 1984 年 pp.13-15 参
照）。 
126 






















   尋常師範学校 










                                                  
273 加藤国安『明治漢文教科書集成 別冊１』不二出版 2013 年 pp.154-155 参照。加藤（2013）
は『明治漢文教科書集成』所収教科書解説の中で『漢文教授法』について言及しており、『漢
文教授法』の本文 p.13 の記述から『漢文教授法』の刊行は「尋常師範学校ノ学科及其程度」
改定（明治 25 年 7 月公布）の直後であると推測している。 
274 ママ。「尋常師範学校」の誤りか。 
275 この深井による「尋常中学校」の「従来多く使用し来れる教科書」の表は、四方一彌『「中
学校教則大綱」の基礎的研究』（梓出版 2004 年）で示された明治 10 年代の教科書使用状況
の実証的な調査の結果と一致している(pp.344-353 参照)。 
















































『和漢文質疑問答』（誠之堂発行・明治 26 年初版・明治 32 年合本再版）は総
ページ数６８ページの洋装本である。序文が存在せず、刊行の主目的は明記さ
                                                  






































                                                  
277 木村淳「明治二十年代における漢文教科書と検定制度」『中国近現代文化研究』第十号
中国近現代文化研究会編・発行 2009 年 p.59 参照。 
129 































































                                                  
278 『皇朝史略』は青山延于による、『十八史略』の体裁にならって『大日本史』（神武天皇
～後小松天皇）を要約した歴史書である。（国史大辞典編纂会編『国史大辞典 第五巻』吉
川弘文館 1985 年 p.451 参照） 
279 『国史略』は巌垣松苗による、『十八史略』にならった神代から後陽成天皇までの史書
である。（国史大辞典編纂会編『国史大辞典 第五巻』吉川弘文館 1985 年 p.660 参照） 
280 『近古史談』は大槻磐渓による、戦国～江戸初期の武将の逸話集である。（若林力『近










































明治 26 年）が存在する。 
287 文部省編『検定済教科用図書表 第二巻』（芳文閣復刻 1985 年）参照。これには明治 19
年から 32 年に検定認可を受けた教科書が記載されている。 
288 浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年―」（国語教






















                                                  



























































































                                                  
292 竹内洋『日本のメリトクラシー』東京大学出版会 1995 年 
293 文部省編『学制百年史資料編』帝国地方行政学会 1972 年 p.128,131 
































治 34 年初版・明治 41 年第五版）巻之二では荻生徂徠の苦学が書かれた「一七
荻生徂徠」などが存在する。『第一訂正漢文教科書』（明治 34 年初版・明治 41
年第五版）巻之五はその冒頭において、『学問のすゝめ』と並ぶ明治期の啓蒙書
で、立身出世主義を説いた『自助論』295の中村正直による序文が収録されてい




































                                                                                                                                                  
め』と並ぶ明治期の代表的な啓蒙書といわれる。キーワードは「立身」「富貴」「賢愚」「貧
賤」（『教科書啓蒙文集』新日本古典文学大系明治編 11 岩波書店 2006 年参照。） 
296 引用にあたって、白文を訓読文に改めた。訓読法はサミュエル・スマイルズ著／中村正



































                                                  
297 引用にあたって白文を訓読文に改めている。その訓読法と通釈は『新釈漢文大系 2 大学・





































                                                  
298 引用にあたって、白文を訓読文に改めた。訓読法はサミュエル・スマイルズ著／中村正



































                                                  
299 一首目の訓読文・通釈は猪口篤志『新釈漢文大系 45 日本漢詩 上』（明治書院 1972 年 
pp.315）、二首目の訓読文・通釈は林田慎之助『広瀬淡窓』（日本漢詩人選集 15 研文出版






























井鑑一郎編『撰定中学漢文』（明治 31 年初版）と『刪修撰定中学漢文』（明治 32
年刪修訂正第四版）巻五巻末の「幼学綱要序」（元田永孚）が挙げられる。この
『幼学綱要』は明治 15 年から 16 年にかけて刊行された勅撰修身書であり、そ
の名の通り本来は初等教育を対象として編纂されたもので、その内容は明治 23
年の「教育勅語」の前身として位置づけられている301。『幼学綱要』の内容は「仁
                                                  
300 猪口篤志『新釈漢文大系 45 日本漢詩 上』明治書院 1972 年 pp.315 






























                                                                                                                                                  
かには「勤学」の項目が存在している。しかし元田永孚の「幼学綱要徳目及び大意」（海後











































                                                  
303 浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年―」『国語教
育史研究』第 13 号 2012 年 pp.1-26 
304 浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年―」『国語教














（明治 41 年）の編纂方針を確認した上で、その教材の内容を検討する。 
③明治 35 年「中学校教授要目」に準拠した落合直文編『訂正中等国語読本』
（明治 36 年訂正版）の編纂方針と教材の内容を、『訂正中等国語読本編纂









第五版の奥付によると、明治 34 年に初版、明治 35 年に訂正再版、明治 39 年に
訂正三版が刊行されたことが記されている。そこから、『第一訂正漢文教科書』
の初版は「中学校教授要目」公布の前年に刊行されたものの、その後訂正が加
えられて明治 41 年には第五版が刊行されたことが明らかである。明治 35 年版
「中学校教授要目」が改正されたのは明治 44 年である。そのため初版から複数




                                                  
305 橋本暢夫『中等学校国語科教材史研究』渓水社 2002 年 p.1 
306 木村淳「明治二十年代における漢文教科書と検定制度」『中国近現代文化研究』十号 中































                                                  
307 山根安太郎『国語教育史研究―近代国語科教育の形成―』溝本積善館 1966 年 
pp.328-361 参照。 





309 野地潤家『＜野地潤家著作選集第 5 巻＞国語教育史の探究』明治図書 1998 年 pp.68-75 
145 





























                                                  
310 浜本純逸「漢文教育の成立過程―一八五〇年代～一九〇二（明治三五）年―」『国語教
育史研究』第 13 号 2012 年 p.24 
311 長谷川滋成『漢文教育史研究』（青葉図書 1984 年 pp.14-15）、山根安太郎『国語教育史
研究―近代国語科教育の形成―』（溝本積善館 1966 年 pp.335-338）参照。 
312 明治 34 年「中学校令施行規則」は文部省内教育史編纂会編修『明治以降教育制度発達
史第四巻』（龍吟社 1938 年 p.179）を参照した。 
313 明治 35 年「中学校教授要目」は文部省内教育史編纂会編修『明治以降教育制度発達史
















































































































                                                  








































巻之一 句法 15 課・短編の日本漢文 51 課（全五二頁） 
巻之二 40 課（全五四頁）短編の日本漢文 
巻之三 39 課（全六一頁）長編の日本漢文 
巻之四 59 課（全六六頁）長編の日本漢文 26 課、短編の中国漢文 33 課 



























                                                  
316 『第一訂正漢文教科書』は和装本であるため、本文中の一頁は二つ折り（2 ページ）で
成り立っている。なお、各巻１ページ当たりの文字数・行数は巻之一のみ縦 15 字・横 7 行、





















































































































































                                                  















































































































                                                  
320 古田東朔編『小学読本便覧 第六巻』武蔵野書院 1983 年 p.474 参照。 




































                                                  
322 文部省編『学制百年史 記述編』（帝国地方行政学会 1972 年 p.355）参照。 




































る点が指摘できる。例えば以下の 2 箇所が挙げられる324。 
                                                  












































































































も異なる漢文観が形成されている。そのため、明治 30 年代後半から明治 40 年
頃は現実社会に対応した漢文の位置づけが模索されていた時期であったと考え
















































 以上の本章の検討から、明治 30 年代における漢文教育に受け継がれた漢学的
教養と新たに形成された特色を考察しておきたい。 
























                                                  
327 石毛慎一「近代の漢文教科書における忠教材の分析―忠の内実の変遷を中心として―」






































                                                  
328 幕末維新期漢学塾研究会編『幕末維新期漢学塾の研究』渓水社 2003 年 


























































































                                                  









































































































                                                  










『新しい漢字漢文教育』第 31 号全国漢文教育学会 2000 年 pp.48-61、「近代の中等漢文教
科書における孝教材の分析―孝教材の分析―」『早稲田大学大学院教育学研究科紀要』別冊








































































































































































                                                  




























































                                                  









































































                                                  



















































































































































































なった秋山四郎編『中学漢文読本』（明治 27 年初版・明治 29 年訂正再版）に着
目し、その編纂方針を分析、また改訂版である『第一訂正中学漢文読本』（明治












































































































































































































































                                                  
341 広田照幸「近代知の成立と制度化」（歴史学研究会・日本史研究会編『近代の成立』東
京大学出版会 2005 年 p.265）参照。 
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